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第５次坂戸市一般廃棄物処理基本計画 概要版 

一般廃棄物処理基本計画とは １ 

一般廃棄物処理

基本計画とは 

廃棄物処理法第 6条に基づき、一般廃棄物（ごみ・生活排水）の処理を総合的

に計画する「一般廃棄物処理基本計画」を、10年を計画期間として策定します。 

 

本計画は、令和８年度から令和１７年度を対象とし、ごみの発生抑制、資源化、

適正処理、施設整備、生活排水処理などに関する目標や施策を体系的に整理した

長期的な指針です。PDCAサイクルによる進行管理のもと、市民・事業者・行政の

連携と協力体制の強化を図ります。 

 

また、食品ロス削減推進法に規定される「食品ロス削減推進計画」を含む形で

策定し、食品ロスのさらなる削減に向けた取組も推進していきます。 

一般廃棄物処理基本計画の位置付け ２ 

「第５次坂戸市一般廃棄物処理基本計画」の策定にあたっては、廃棄物処理法に基づく国の基本方

針を踏まえるとともに、本市の総合計画、環境基本計画、その他の関連計画との整合性を図ります。 
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 ２ 

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画 ３ 

基本理念と基本方針 ４ 

第４次基本計画の基本理念「みんなで取り組む廃棄物の減量と循環型社会の形成」を踏襲しつつ、 

第５次基本計画では、住民・事業者意識調査アンケート結果分析も踏まえ、以下のとおり設定します。 

本計画においては基本理念を実現するために、前計画の基本方針を踏襲し、各種施策を実施します。 

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画は以下の項目で構成されています。 

【内容】 

ごみ処理の現状、前計画施策の評価、市民・事業者意識調査（アンケート）結果概要、 

ごみ処理の課題、将来予測、基本理念・基本方針、目標値の設定、市民・事業者・行政の役割、 

収集運搬計画、中間処理計画、最終処分計画、その他ごみ処理に関する施策 

 

【主な目標値】 

・１人１日当たりの家庭系ごみ排出量  

令和１７年度 414ｇ  （参考 令和４年度 484ｇ ） 

・リサイクル率  

令和１７年度 30.3％  （参考 令和４年度 28.3％） 

※国の目標値を踏まえた目標設定としています。国の目標では令和４年度を基準としているため、 

本計画の基準年を令和４年度とします。 

「みんなでつながる・みんなでつなげる循環型社会」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
事業者が取り組むべき項目 

３ 

市民・事業者・行政の役割(主な項目) 

 

５ 

 

 
市民が取り組むべき項目 

☐ リユースの推進 
 

 ☐ 食品ロスや生ごみの減量 
 
☐ ごみと資源物の分別排出の徹底 
 

 ☐ フリーマーケットやリサイクルショップの積極的な活用 
 
☐ 家庭ごみ集積所の適切な管理 
 

☐ 環境に配慮して製造された商品の積極的な購入 
 

 

☐ CSR（企業の社会的責任）の一環としての環境活動 
 
☐ 従業員への環境教育の啓発 

  
☐ 廃棄物処理法及び各種リサイクル法の遵守 

 
☐ ごみ(産業廃棄物・一般廃棄物)と資源物の適正排出 
   
☐ 環境配慮商品の販売 

  
 

☐ 簡易包装の実施  
 
☐ 店舗や製品における啓発表示 

 

 
市(行政）が取り組むべき項目 

☐ 生ごみの減量対策の推進 
 

☐ 生活系ごみの分別徹底とリサイクル強化 
 
☐ 適正な排出ルールの周知徹底 
 
☐ 外国籍の方にわかりやすいごみのマニュアルやカレンダーの作成 
 

☐ 事業系ごみの排出抑制の働きかけ 
 
☐ イベント等におけるリユース品の販売の積極的な実施 

  
☐ 市民参加型キャンペーンの実施 
 

☐ 処理施設の適正な維持管理 



 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

４ 

食品ロス削減推進計画 ６ 

食品ロス削減推進法第 13条第２項において、計画の策定にあたって、一般廃棄物処理計画など、食

品ロス削減に関する事項を含む他の法令に基づく計画との調和を図るよう努めなければならないとされ

ています。 

本市では、こうした法的背景を踏まえ、食品ロスのさらなる削減を図るため、「坂戸市食品ロス削減

推進計画」を「第５次坂戸市一般廃棄物処理基本計画」と一体で策定し、市内における食品ロス削減の

取組を着実に推進していきます。 

 

【目標値】 

・市内の食品ロス発生量 

令和１７年度 985ｔ （参考 令和４年度推計値 1,905ｔ） 令和４年度比 48％削減 

（１）市民への啓発 
 市民への啓発としてエシカル消費を推進しています。エシカル消費とは、「地域の活性化や雇用など

を含む、人・社会・地域・環境に配慮した消費行動」のことです。 

本市においても、エシカル消費を推進し、食品ロス削減の啓発を行っています。 

 

（２）事業者への啓発 
 食品ロスの削減のためには、食品の小売店、飲食店等の事業者の方のご協力が必要です。 

本市の取組として、「エコショップ認定制度」「食品ロス削減キャンペーン」を推進しています。 

 

食品ロス削減への取組 



 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ５ 

基本理念と基本方針 ７ 

坂戸市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画では、「みんなでつながる・みんなでつなげる循環型社会」を

基本理念に掲げ、市民・事業者・行政が連携し、ごみの減量化・資源化の推進に向けた取組を進めてい

ます。 

国・県の動向を踏まえ、食品ロスの削減につながる取組を進め、環境負荷の少ない持続可能なまちの

実現を目指します。 

 

 

基本理念に基づき、３つの基本⽅針及び重点項目を以下のとおり設定します。 

基本理念 

基本方針 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

６ 

 一般廃棄物（生活排水）処理基本計画 ８ 

本市の公共下水道事業については、坂戸・鶴ヶ島下水道組合において、平成 12年度に公共下 

水道全体計画（基本計画）を定めて整備を進めています。令和６年度末現在、公共下水道普及率は

73.6％となっています。生活排水処理の概要を、以下の図に示します。 

 

 

 基本理念と基本方針 ９ 

 

 

 
「清らかな水辺を守り、快適に暮らせるまち」 

生活排水処理計画の基本理念と基本方針を以下のとおり設定します。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


